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令和６年第３回市議会定例会一般質問対応状況について 

 
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

１ 石 黒 

議 員 

(公明党) 

スケートボ

ードなど「Ｂ

３スポーツ」

ができる場

所について 

近年、スケートパー

ク施設を設置してい

る自治体が増えてい

る。施設以外での練習

が困難なスポーツの

ため、本市にも練習で

きる場所を設置でき

ないか伺う。 

スケートボード、ＢＭＸ、インライン

スケートの英語の頭文字をとった「Ｂ

３スポーツ」に対応できるスケートパ

ーク施設の設置につきましては、市内

の競技人口の把握が難しいことや用地

の確保及び整備費用などの課題がある

こと、また、利用時に発生する音による

近隣住民への影響などの課題も多く、

現時点での設置は難しいと考えており

ます。 

アーバンス

ポーツの普

及促進につ

いて 

東京２０２０、パリ

２０２４と新たなア

ーバンスポーツの競

技がオリンピック種

目に追加されてきた。

これらスポーツの普

及促進に向けた本市

の考えについて伺う。 

Ｂ３スポーツをはじめ、バスケット

ボールの３×３（スリーエックススリ

ー）やスポーツクライミングといった

新しいスポーツであるアーバンスポー

ツにつきましては、都市を舞台とした

競技種目として注目を集めていると認

識しております。 

アーバンスポーツなどの普及促進に

つきましては、現在、考えておりません

が、これらの新しいスポーツのうち、℮

スポーツの１つであるＡＲスポーツに

つきましては、スポーツ都市宣言の 

１０周年記念事業といたしまして、令

和６年１０月に「ＡＲスポーツ体験会」

を開催する予定でございます。 

２ 前 田 

  議 員 

(公明党) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校規模の

適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①通学区域再編の

検討状況と今後の考

えについて伺う。 

 小・中学校における通学区域につき

ましては、各区域の人口や道路の地理

的状況等を踏まえて設定しているとこ

ろでございます。 

今後、多摩都市モノレールの延伸に

より、人口動態等が大きく変化するこ

とが想定されるため、時期を捉えて検

討したいと考えております。 

②指定校変更の現

状と今後の考えにつ

いて伺う。 

市内転居や小中一貫校への就学等を

理由とする指定校変更につきまして

は、保護者からの申立てを受け、武蔵村

山市立学校の指定に関する規則に定め

る基準により、承諾しているところで

ございます。 

現在、この指定校変更により、一部の

小学校において児童数に偏りが生じて

いることから、学校規模の適正化を図

資料１ 
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質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

２ 前 田 

  議 員 

(公明党) 

学校規模の

適正化 

るため、これらの基準について庁内の

関係部署の職員や小・中学校の校長で

組織する検討委員会において、検討を

進めているところでございます。 

３ 内野和典 

  議 員 

(新政会) 

℮スポーツに

ついて 

東京市町村自治調

査会から、℮スポーツ

の可能性に関する調

査研究報告書が今年

発行された。 

市における活用の

可能性について改め

て考えを伺う。 

 東京市町村自治調査会の報告書によ

りますと、℮スポーツには、年齢や性別、

障害の有無によらず楽しめるインクル

ーシブ性があり、この特性は「高齢者福

祉」や「共生社会の実現」などの分野に

活用できるとして、取り組む自治体が

あるとしております。 

しかしながら、未実施の自治体では、

実施スキーム・方法に関するノウハウ

不足、対応できるステークホルダーが

いないなどの課題があるとのことでご

ざいます。 

 ℮スポーツに関するノウハウ不足な

どの課題を補うため、ＡＲスポーツ専

門のスキルを持つ事業者へ業務委託

し、スポーツ都市宣言の１０周年記念

事業といたしまして、令和６年１０月

に「ＡＲスポーツ体験会」を開催する予

定でございます。 

４ 大 野 

  議 員 

(新政会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合体育館

の建物や設

備等の管理

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①今後の総合体育

館の補修計画につい

て伺う。 

総合体育館につきましては、平成１

４年に建築されたため、雨漏りへの懸

念や外壁のひび割れ、館内設備の経年

劣化が進んでいる状況でございます。 

 適宜、修繕は行っておりますが、令和

４年度には屋上防水工事を施工し、今

後は、外壁工事等を予定しております

が、市の全体計画の中で検討してまい

りたいと考えております。 

②補修する場合の

具体的な補修方法に

ついて伺う。 

 外壁工事の具体的な補修方法につき

ましては、ひび割れを専用樹脂で埋め、

全面にコンクリート色の塗装を施すこ

とや鉄製扉などの塗装を行います。 

また、吸収式冷温水発生器などの館

内設備につきましては、機械を細かく

分解して洗浄し、劣化した部品等は交

換を行うなどの方法がございます。 

③劣化の進んだベ

ンチや遊具の対応に

ついて伺う。 

 総合体育館を含む体育施設につきま

しては、修繕費用が５０万円未満の場

合は、指定管理者が行うこととなって

おりますので、緊急性が高いなど、優先

順位を確認しながら対応しているとこ
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質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

４ 大 野 

  議 員 

(新政会) 

総合体育館

の建物や設

備等の管理

について 

ろでございます。 

５ 須 藤 

  議 員 

(公明党) 

不登校対策

について 

①不登校児童・生徒

の数とその支援策。 

本市独自の調査では、令和５年度に

おける不登校児童数は９５人、不登校

生徒数は１６５人でございました。各

校、不登校担当コーディネーターを中

心に、スクールカウンセラーやスクー

ルソーシャルワーカーを活用しなが

ら、組織として個々への支援に努めて

おります。 

②チャレンジクラ

スの状況と定員増へ

の見解。 

チャレンジクラスの在籍者数につき

まして、令和６年７月末日現在で１４

人であり、４月当初と比較して３人増

でございます。今後も増加することが

見込まれます。 

③学校以外の居場

所の現状。 

学校以外の居場所ですが、適応指導

教室では、令和６年７月末日現在で 

１１人の児童・生徒が通室しておりま

す。フリースクールについては令和６

年３月末日現在で７人が活用しており

ます。また、児童養護施設れんげ学園が

運営する居場所事業「ぶらんこ」の協力

も得ておりますが、現在こちらを利用

している児童・生徒はおりません。 

④バーチャルラー

ニング導入の進捗に

ついて伺う。 

バーチャル・ラーニング・プラットフ

ォームにつきましては、令和６年７月

から運用を開始し、５人の児童・生徒に

アカウントを配布しております。 

６ 波多野 

  議 員 

(新政会) 

学校教育の

現況につい

て 

４月から第三中学

校にチャレンジクラ

スが開設された。現在

の様子と、都は不登校

施策に力を入れてい

るが、チャレンジクラ

ス以外の本市の状況

について伺う。 

チャレンジクラスには、令和６年７

月末日現在で１４人の生徒が在籍して

おり、家庭以外の居場所として、学力定

着に向けた取組、登校日数の増加に向

けた取組、校外学習や体験学習の実施

等を行っております。 

また、不登校児童・生徒への支援の充

実に向け、本市では適応指導教室、アウ

トリーチ型支援、東京都不登校施策に

係る事業として、バーチャル・ラーニン

グ・プラットフォーム、不登校対応巡回

教員、校内別室指導支援員による支援

を行っております。 
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質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 要 旨 

７ 藤 枝 

  議 員 

(日本共産党) 

公共施設の

トイレの改

善について 

公共施設のトイレ

は、悪臭や段差が怖い

など、対策強化を求め

る声が寄せられてい

る。 

①地区会館のトイ

レについて伺う。 

地区会館のトイレにつきましては、

日常清掃及び定期清掃等を行ってお

り、悪臭がある場合には、その都度、清

掃や換気、消臭剤の交換等により対応

しております。 

また、各地区会館は、昭和４８年から

昭和６１年にかけて建設されているた

め、トイレに段差がございますが、同一

フロア又は同一建物内にバリアフリー

トイレを設置しております。 

８ 田 村 

  議 員 

(日本共産党) 

学校で、猛暑

から子ども

たちを守る

対策につい

て 

①この夏、熱中症に

なった児童・生徒の

数。その対応及び救急

搬送はあったのか。 

令和６年８月末日現在で、熱中症の

症状が見られ、救急搬送した人数は小

学校は０人、中学校は１人でございま

した。救急搬送までの応急処置としま

しては、氷嚢を脇の下に当て、身体冷却

を行う等の対応を図りました。 

②冷房機器以外の

暑さ防止対策は。 

暑さ対策としましては、冷房機とと

もに扇風機やサーキュレーターを使用

しております。また、水筒の持参をさせ

ております。 

③プールの実施状

況。 

学校プールにつきましては、暑さ対

策の一環として令和５年度から小学校

では使用期間を１学期中としておりま

すので、御理解を賜りますようお願い

いたします。 

 



資料２

学校保健統計書

令 和 ５ 年 度

令和６年９月

武蔵村山市教育委員会
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令和６年度 「全国学力・学習状況調査」の結果について 

 

１ 調査の概要 

⑴ 調査の目的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児

童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証

し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒への学習指導の充

実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、

教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

（令和６年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領より） 

⑵ 調査の対象学年及び対象児童・生徒数（実施児童・生徒数） 

 ア 市立小学校 第６学年 ９校 587人（566人） 

 イ 市立中学校 第３学年及び中学部第９学年 ５校 656人（592人） 

⑶ 調査の内容 

 ア 教科に関する調査（国語、算数・数学） 

 イ 学習意欲、学習方法、学習環境、生活諸側面等に関する質問調査 

ウ 学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育 

条件の整備の状況等に関する質問紙調査 

⑷ 調査の方式 

  悉皆調査 

⑸ 調査実施日 

  ア 教科に関する調査 令和６年４月 18日（木） 

  イ 児童生徒質問紙調査 令和６年４月 10日（水）から令和６年４月 30日

（火）までの間で、各学校の状況に応じて実施 

  ウ 学 校 質 問 紙 調 査 令和６年４月に実施 

 ⑹ 調査時間 

  ア 小学校 国語、算数 45分  児童質問紙 20分程度 

  イ 中学校 国語、数学 50分  生徒質問紙 20分程度 

⑺ 調査結果の活用 

   児童・生徒一人一人の学習状況の改善に役立てるとともに、各学校におけ

る授業の改善、市における学力向上のための施策の充実に役立てる。 
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２ 教科に関する調査の結果 

 ⑴ 概要 

 本市の各校種・各教科の平均正答率は、全国及び東京都の平均正答率

を下回っている。ただし、中学校の平均正答率の充足率においては、令

和３年度調査（小学校第６学年在籍時）と比較し、各教科で上昇してお

り、同一学習集団における学力の伸びが見られた。 

平均正答率が低い問題については、指導の改善・充実を図り、学習内

容を定着させていく必要がある。 

 ⑵ 平均正答率〔％〕          ※（ ）は全国平均正答率に対する充足率 

 小学校 中学校 

国語 算数 国語 数学 

本 市 56（82.7） 52（82.0） 51（87.7） 45（85.7） 

 都（公立） 70 68 61 57 

全国（公立） 67.7 63.4 58.1 52.5 

 

   【参考】 

校種 小学校 中学校 
教科 

年度 国語 算数 国語 数学 

令和５年度 57（84.8） 53（84.8） 62（88.8） 44（86.2） 

令和４年度 53（80.7） 53（83.8） 63（91.3） 42（81.7） 

令和３年度 52（80.3） 59（84.0） 57（88.2） 50（87.4） 

令和２年度   

令和元年度 51（79.9） 57（85.5） 69（94.7） 50（83.6） 

 

※ 令和２年度調査は、新型コロナウイルス感染症の影響等を考慮し、実施してい

ない。 

※ 令和４年度は小・中学校において理科の調査を実施した。 

  【本市平均正答率】（ ）は全国平均正答率に対する充足率 

小学校…54％（85.3％） 中学校…43％（87.2％） 

※ 令和元年度（平成 31年度）及び令和５年度は中学校において英語の調査を実

施し、令和５年度については、「話すこと」調査を実施した。 

  【本市平均正答率・平均正答数】（ ）は全国平均正答率・平均正答数に対する充足率 

      令和元年度 51％（91.0％） 

      令和５年度 41％（89.9％） 「話すこと」0.4問（66.6％） 

    ※ 充足率は小数第２位以下を切り捨てた数値で表示している。 
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３ 各教科の成果と課題【国語】 

⑴ 正答数分布グラフ 

 

 

 

 

 

 

 
※ 横軸：正答数、縦軸：割合 

※ 棒グラフ：武蔵村山市  折れ線グラフ▲：東京都（公立）  折れ線グラフ◆：全国（公立） 

 

 ⑵ 平均正答率〔％〕 

 
学習指導要領の内容 問題形式 

⑴ ⑵ ⑶ Ａ Ｂ Ｃ 選択式 短答式 記述式 

小
学
校 

市 51.4 84.5 58.0 50.5 59.5 56.6 60.6 42.4 48.9 

都 67.9 88.8 75.3 63.9 69.9 71.9 73.0 63.1 63.7 

国 64.4 86.9 74.6 59.8 68.4 70.7 69.9 59.7 64.6 

中
学
校 

市 51.7 56.3 66.7 51.9 53.3 41.2 54.2 55.2 35.9 

都 61.6 62.9 75.7 62.9 67.9 50.8 63.5 64.6 49.6 

国 59.2 59.6 75.6 58.8 65.3 47.9 61.0 61.8 45.5 
※ ⑴言語の特徴や使い方に関する事項 ⑵情報の扱い方に関する事項 ⑶我が国の言語文化に関する事項 

※ Ａ話すこと・聴くこと Ｂ書くこと Ｃ読むこと 

 

⑶ 成果と課題 

【成果】中学校の平均正答率の充足率は、令和３年度調査（小学校第６

学年在籍時）と比較し、7.4ポイント上昇している。 

【課題】記述式の問題における無解答率が小学校では 26.5％（３三）、

中学校では 21.8％（３四）で全国及び東京都よりも高い。 
 

⑷ 指導の改善が求められる問題 

 問題 

番号 

平均正答率 

〔％〕 
問題の概要 出題の趣旨 

小

学

校 

３三 

市 53.2 
【物語】を読んで、心に残っ

たところとその理由をまと

めて書く 

人物像や物語の全体像を具

体的に想像したり、表現の効

果を考えたりすることがで

きるかどうかをみる 

都 71.0 

国 72.6 

中

学

校 

３四 

市 33.7 
表現を工夫して物語の最後

の場面を書き、工夫した表現

の効果を説明する 

表現の効果を考えて描写す

る等、自分の考えが伝わる文

章になるように工夫するこ

とができるかどうかをみる 

都 52.1 

国 49.3 
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15%
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中学校 

0%
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10%

15%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問

小学校 
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４ 各教科の成果と課題【算数・数学】 

⑴ 正答数分布グラフ 

 

 

 

 

 

 

 
※ 横軸：正答数、縦軸：割合 

※ 棒グラフ：武蔵村山市  折れ線グラフ▲：東京都（公立）  折れ線グラフ◆：全国（公立） 

 

 ⑵ 平均正答率〔％〕 

 
学習指導要領の内容 問題形式 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 選択式 短答式 記述式 

小
学
校 

市 52.9 56.2 42.7 49.0 66.0 50.1 37.5 

都 70.6 70.8 59.3 65.2 79.2 67.6 55.1 

国 66.0 66.3 51.7 61.8 75.3 62.0 51.0 

中
学
校 

市 39.9 33.8 54.6 48.4 52.4 59.4 18.9 

都 56.2 46.5 63.5 59.1 62.4 71.3 34.2 

国 51.1 40.3 60.7 55.5 58.5 67.0 29.3 
※ Ａ数と計算（小）、数と式（中） Ｂ図形 Ｃ変化と関係（小）、関数（中） Ｄデータの活用 

 

⑶ 成果と課題 

【成果】中学校の平均正答率の充足率は、令和３年度調査（小学校第６

学年在籍時）と比較し、1.7ポイント上昇している。 

【課題】記述式の問題における無解答率が小学校では 28.4％（５⑶）、

中学校では 38.2％（９⑴）で全国及び東京都よりも高い。 
 

⑷ 指導の改善が求められる問題 

 問題 

番号 

平均正答率 

〔％〕 
問題の概要 出題の趣旨 

小

学

校 

５⑶ 

市 28.8 折れ線グラフから、開花日の
月について、３月の回数と４
月の回数の違いが最も大き
い年代を読み取り、その年代
について３月の回数と４月
の回数の違いを書く 

折れ線グラフから必要な数

値を読み取り、条件に当ては

まることを言葉と数を用い

て記述できるかどうかをみ

る 

都 48.0 

国 44.0 

中

学

校 

９⑴ 

市 16.7 
点Ｃを線分ＡＢ上にとり、線
分ＡＢについて同じ側に正
三角形ＰＡＣとＱＣＢをつ
くるとき、ＡＱ＝ＰＢである
ことを、三角形の合同を基に
して証明する 

筋道を立てて考え、証明する

ことができるかどうかをみ

る 

都 33.9 

国 25.8 
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15%
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小学校 
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中学校 
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５ 児童・生徒質問紙調査の結果 

 ⑴ 生活習慣 

    質問事項  （ ）は質問番号 
小学校第６学年 中学校第３学年 

市 都 国 市 都 国 

(1) 朝食を毎日食べていますか 91.9 93.9 93.7 86.8 90.5 91.2 

(3) 毎日、同じくらいの時間に起きていますか。 89.6 91.3 91.6 90.3 92.4 92.5 

 

小学校、中学校ともに、概ね望ましい生活習慣が定着していると考え

られる。 

 

 ⑵ 学習習慣 

        質問事項  （ ）は質問番号 
小学校第６学年 中学校第３学年 

市 都 国 市 都 国 

(21) 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から

金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強を

しますか。 

（30 分以上） （１時間以上） 

67.0 83.5 81.6 56.9 70.8 64.3 

(22) 土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１

日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。 

（１時間以上） （２時間以上） 

33.5 54.8 48.6 28.3 40.8 36.2 
 

家庭学習に主体的に取り組む児童・生徒がいる一方、全体としては、

望ましい学習習慣の定着が不十分だと考えられる。 

 

 ⑶ 豊かな人間性等 

        質問事項  （ ）は質問番号 
小学校第６学年 中学校第３学年 

市 都 国 市 都 国 

(9) 自分には、よいところがあると思いますか。 77.4 84.5 84.1 77.6 83.4 83.3 

(11) 将来の夢や目標を持っていますか。 77.8 80.7 82.4 63.2 64.4 66.3 

(15) 人の役に立つ人間になりたいと思います

か。 
93.5 94.9 95.9 92.6 93.9 95.2 

(16) 学校に行くのは楽しいと思いますか。 78.5 84.3 84.8 77.6 83.0 83.8 

(25) 地域や社会をよくするために何かしてみ

たいと思いますか。 
73.5 80.5 83.5 70.7 72.8 76.1 

 

自己肯定感が醸成され、将来の夢や目標をもって生活している様子
がうかがえる。また、地域や社会への関心をもち、貢献したいという気
持ちがあることがうかがえる。令和５年度調査との比較では、質問(25)
の肯定的回答率は小学校では 9.4ポイント、中学校では 17.4ポイント
上昇している。このことから各校において「まちづくり学習」の推進が
図られていることがうかがえる。 

※数値は「よく行った」、「どちらかといえば、行った」等、

肯定的な回答の割合（％） 
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⑷ 授業等の教育活動 

質問事項  （ ）は質問番号 
小学校第６学年 中学校第３学年 

市 都 国 市 都 国 

(30) 前年度までに受けた授業では、課題の解決

に向けて、自分で考え、自分から取り組んでい

ましたか。 
72.0 81.8 81.9 71.4 80.6 80.3 

(32) 前年度までに受けた授業は、自分にあっ

た教え方、教材、学習の時間などになっていま

したか。 
75.1 82.5 84.3 73.7 80.5 80.9 

(33) 学級の友達（生徒）との間で話し合う活

動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考

え方に気付いたりすることができていますか。 

77.4 85.7 86.3 78.5 85.5 86.1 

 

課題解決に向けて、自ら考え主体的に学習に取り組むことや話し合

う活動を通じて、自分の考えを深めたり広げたりすることができてい

る児童・生徒の割合は多いが、できていない児童・生徒が約 25％いる。 

 

 ⑸ ＩＣＴを活用した学習状況 

質問事項  （ ）は質問番号 
小学校第６学年 中学校第３学年 

市 都 国 市 都 国 
(27) 前年度までに受けた授業で、ＰＣ・タブレ

ットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使用しまし

たか。 

（週１回以上） （週１回以上） 

76.7 88.2 85.5 64.9 91.3 89.0 

(28－1) ＩＣＴ機器を活用することで、自分の

ペースで理解しながら学習を進めることができ

る。 
75.6 84.5 85.5 69.7 78.4 80.2 

(28－5) ＩＣＴ機器を活用することで、自分の

考えや意見を分かりやすく伝えることができ

る。 
68.3 79.0 79.2 64.8 76.9 77.7 

(28－6) ＩＣＴ機器を活用することで、友達と

考えを共有したり比べたりしやすくなる。 
73.6 85.7 86.1 71.7 84.9 86.2 

 

ＩＣＴ機器を活用することが様々な場面で役立つと考える児童・生

徒は約 70％程度いる。今後は小・中学校において、個別最適な学びと

協働的な学びの一体的な充実を図り、主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた授業改善を推進するため、授業における活用頻度を高めてい

く必要がある。 

 

 

 

 



- 7 - 

 

６ 学校質問紙調査の結果 

 ⑴ 授業等の教育活動 

質問事項  （ ）は質問番号 
小学校第６学年 中学校第３学年 

市 都 国 市 都 国 

(25) 授業では、児童生徒が課題の解決に向け

て、自分で考え、自分から取り組むことができ

ていると思いますか。 
77.8 89.1 88.2 80.0 89.9 88.4 

(34) 前年度までに、習得・活用及び探究の学習

過程を見通した指導方法の改善及び工夫をしま

したか。 

66.6 88.0 87.4 80.0 83.7 86.6 

(35) 前年度までに、各教科等で身に付けたこと

を、様々な課題の解決に生かすことができるよ

うな機会を設けましたか。 
88.9 86.5 85.7 60.0 78.7 78.6 

 

 ⑵ ＩＣＴを活用した学習状況 

質問事項  （ ）は質問番号 
小学校第６学年 中学校第３学年 

市 都 国 市 都 国 
(小 56・中 60) 前年度までに、児童・生徒一人

一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣ

Ｔ機器を、授業でどの程度活用しましたか。 

（週１回以上） （週１回以上） 

100 99.7 99.2 100 98.1 98.5 
(小 58・中 62) 児童・生徒が自分の考えをまと

め、発表・表現する場面では、児童生徒一人一人

に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機

器をどの程度使用させていますか。 

（週１回以上） （週１回以上） 

66.7 91.1 83.6 60.0 84.6 82.1 

(小 61・中 65) 児童・生徒が、自分の特性や理

解度・進度に合わせて課題に取り組む場面では、

児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレッ

トなどのＩＣＴ機器をどの程度使用させていま

すか。 

（週１回以上） （週１回以上） 

77.7 89.3 83.6 80.0 79.4 74.0 

 

⑶ 家庭や地域との関わり 

質問事項  （ ）は質問番号 
小学校第６学年 中学校第３学年 

市 都 国 市 都 国 
(69) （小学校）職場見学を行っていますか。 

(73) （中学校）前年度に、職場体験活動を何日

程度行いましたか。 

（行っている） （１日以上） 

33.3 37.4 43.2 100 93.0 76.1 
(小 70・中 74) コミュニティ・スクールや地域

学校協働活動等の取組によって、学校と地域や

保護者の相互理解は深まりましたか。 
88.9 87.5 88.9 80.0 84.6 84.1 

 

一人１台端末を効果的に活用し、個別最適な学びと協働的な学びの

一体的な充実を図り、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改

善について、研修等を通じて教員の意識を高めていく必要がある。 

職場体験を行っていると回答した学校の割合が、全国の平均を上回っ

ており、生徒が自分の将来の姿を意識できるようにしている。 

※数値は「よく行った」、「どちらかといえば、行った」等、

肯定的な回答の割合（％） 
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 ⑷ 全国学力・学習状況調査結果の活用 

質問事項  （ ）は質問番号 
小学校第６学年 中学校第３学年 

市 都 国 市 都 国 

(小 74・中 78) 令和５年度全国学力・学習状況

調査の自校の結果について、調査対象学年・教

科だけではなく、学校全体で教育活動を改善す

るために活用しましたか。 

100 96.8 96.8 100 94.5 94.1 

(小 75・中 79) 全国学力・学習状況調査の結果

を地方公共団体における独自の学力調査の結果

と併せて分析し、具体的な教育指導の改善や指

導計画等への反映をどの程度行っていますか 

100 93.3 92.8 100 90.5 89.3 

(小 76・中 80) 令和５年度全国学力・学習状況

調査の自校の結果について、保護者や地域の人

たちに対して公表や説明をどの程度行いました

か（学校のホームページや学校だよりなどへの

掲載、保護者会等での説明を含む） 

100 93.1 89.5 60.0 84.3 83.2 

 

全校が、全国学力・学習状況調査の自校の分析結果を全教職員で共有

する等して、学校全体で教育活動を改善するために活用している。 

 全国学力・学習状況調査の結果を市学力調査の結果と併せて分析し、

指導の改善等に活用していることについて、肯定的な回答をした学校

の割合が全国平均を上回っており、学力向上に向けた検証改善サイク

ルの機能を効果的に生かしている状況が見られる。 

 保護者や地域の人たちに対して自校の調査結果を公表・説明するこ

とについて、肯定的な回答をした中学校の割合が全国及び東京都平均

を下回っている。 
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７ 学力向上関連事業等 

⑴ 武蔵村山市第三次教育教育振興基本計画より（一部抜粋） 

主要施策 概要 

学力調査の実施 

児童・生徒の学力向上を図るために、「児童・生徒の学力向

上を図るための調査（市調査）」、「全国学力・学習状況調査

（国調査）」を実施し、成果を検証するとともに、課題の把握・

分析をします。 

授業改善推進プラ

ンの作成・活用 

国、本市の学力調査の結果及び児童・生徒の実態等に基づき、

各学校において「授業改善推進プラン」を作成し、授業の質的

向上を図るとともに、児童・生徒一人一人の学力向上を目指し

ます。 

小学校漢字検定の

実施 

小学校４年生及び６年生の児童に、学力向上策の一環として、

市独自の漢字検定を受験させることにより、目標に向かって努

力する態度を育むとともに、学習習慣の定着を目的として実施

します。 

中学校英語検定の

実施 

中学校３年生の生徒に、学力向上策の一環として、 英語検定

を受験させることにより、目標に向かって 努力する態度を育む

とともに、学習習慣の定着を目的として実施します。 

個に応じた指導の

実施（少人数指導・

習熟度別指導・テ

ィーム・ティーチ

ング） 

児童・生徒の学習意欲の向上や学力の向上を図るため、少人

数指導、習熟度別指導、ティーム・ティーチング等による個に

応じたきめ細やかな指導を実施します。 

教育ボランティア

の派遣 

小・中学校で教科学習や様々な体験活動等を実施するに当た

り、支援者として地域からボランティアを募り、その方の知識・

技能の提供を受けることにより、学校教育の一層の充実を図る

とともに、地域に開かれた学校づくりに寄与します。 

小学校補助教員の

派遣 

市内全小学校に多様な経験を有する方を補助教員として派遣

し、その知識、経験を児童の指導等に活用することにより、一

人一人に目の行き届いた教育の実現に資するとともに、地域で

学校を支える体制づくりを支援します。 

※令和６年度より補助教員は「エディケーションアシスタント」に名称変更 

 
 ⑵ 令和６年度学力向上推進委員会の取組について（趣旨） 

令和５年度に実施した市学力調査の算数・数学において、記述により解答する問題

の無解答率が小学校第４学年は 46.4％、中学校第１学年は 58.7％であった。学力向

上推進委員会においてはこの結果を受け、今年度の方針を、「算数科・数学科におい

て課題の把握や追究の過程を記述することを通して、問題解決への見通しをもち、筋

道を立てて考え、表現できる能力を育むとともに、難しい課題にも粘り強く取り組も

うとする姿勢の向上を図る。」とした。 

これを踏まえて各校において、記述する力及び粘り強く取り組む姿勢を児童・生徒

（小学校第４・第５学年、中学校第１・第２学年対象）に身に付けさせるために、①

記述する力等を育てる取組、②武蔵村山チャレンジ 2024（算数・数学）を実施する。 
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８ 調査問題・正答例・解説資料等（二次元コード） 

 ⑴ 教科に関する調査 

  ア 小学校 

教科 調査問題 正答例 解説資料 

国語 

   

算数 
   

イ 中学校 

教科 調査問題 正答例 解説資料 

国語 
   

数学 

   

  

⑵ 質問紙調査 

校種 児童生徒質問紙 学校質問紙 

小学校 

  

中学校 
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【参考】令和６年度 武蔵村山市立○○○学校  授業改善推進プラン    教科名 国語 

国語科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて  

ア 知識及び技能 イ 思考力、判断力、表現力等 

 

 

 

 
  
  児童・生徒の学力の状況（課題） 授業における具体的な手だて 成果検証（２月） 

第○学年 

ア 

 

イ 

 

ア 

 

イ 

 

ア市学力調査【知識・技能】 

 

イ市学力調査【思考・判断・表現】 

 

所見 

 

第○学年 

ア 

 

イ 

 

ア 

 

イ 

 

ア市学力調査【知識・技能】 

 

イ市学力調査【思考・判断・表現】 

 

所見 

 

第○学年 

ア 

 

イ 

 

ア 

 

イ 

 

 

  
■「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた一人１台端

末等 ICT の効果的な活用について  

■学習の見通しをもたせることや学習を振り返ることの工夫等、「学びに向かう

力」の育成に向けた取組について  

○年： 

 

○年： 

 

○年： 

 

○年： 

 

○年： 

 

○年： 
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【参考】令和６年度 武蔵村山市立○○○学校  授業改善推進プラン    教科名 算数・数学 

算数科・数学科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて  

ア 知識及び技能 イ 思考力、判断力、表現力等 

 

 

 

 
  
  児童・生徒の学力の状況（課題） 授業における具体的な手だて 成果検証（２月） 

第○学年 

ア 

 

イ 

 

ア 

 

イ 

 

ア市学力調査【知識・技能】 

 

イ市学力調査【思考・判断・表現】 

 

所見 

 

第○学年 

ア 

 

イ 

 

ア 

 

イ 

 

ア市学力調査【知識・技能】 

 

イ市学力調査【思考・判断・表現】 

 

所見 

 

第○学年 

ア 

 

イ 

 

ア 

 

イ 

 

 

  
■「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた一人１台端

末等 ICT の効果的な活用について  

■学習の見通しをもたせることや学習を振り返ることの工夫等、「学びに向かう

力」の育成に向けた取組について  

○年： 

 

○年： 

 

○年： 

 

○年： 

 

○年： 

 

○年： 
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令和６年４月 19日 

教 育 指 導 課 
 

［第三次教育振興基本計画について］武蔵村山市教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱／武蔵村山市第三次教育振興基本計画 P.24より 
教育基本法第１７条第２項の規定に基づき、国の「第３期教育振興基本計画」を参酌するとともに、「東京都教育ビジョン（第４次）」を踏まえ、市

の実情に応じた教育の振興のための施策に関して総合的かつ計画的な推進を図るために定める基本的な計画です。また、本計画は、「武蔵村山市第五次

長期総合計画」に示す本市の将来都市像「人と人との絆をつむぐ 誰もが活躍できるまち むさしむらやま」を実現するための学校教育分野及び生涯学

習分野における計画であり、本市の教育の方向性を定める教育大綱の視点に基づき、教育分野の目標を具現化する最上位計画に位置付けられます。 

本市及び教育委員会は、本計画に基づき、計画的に主要施策、主要事業の実現に取り組みます。 

さらに、本計画の推進に当たり、持続可能な開発目標(ＳＤＧｓ)のゴール（国際目標）に留意して教育施策を推進します。 

 ［基本方針］ 
１ 生きる力を育む教育の推進 
２ 学校・家庭・地域の連携・協働の推進 
３ 教育の質の向上と教育環境の整備 
４ 自己実現を目指す生涯学習の推進 
５ 教育財産の有効活用の推進 

   

【

学

力

向

上

策

の

推

進

】  

《確かな学力の定着》             令和６年度重点 
● 「全国学力・学習状況調査」並びに東京都及び本市による「児童・生徒の学力向上を図るため

の調査」等を通して、児童・生徒の学力の定着状況及び「学びに向かう力」等に関する意識を把

握・分析します。  

● 各学校が学力に関わる諸調査の結果及び授業評価に基づいて「授業改善推進プラン」を作成

し、授業の質的改善を図るとともに、基礎的、基本的な知識・技能の確実な定着を図るなど、確

かな学力の定着を目指します。また、児童・生徒一人一人に確かな学力を身に付けさせる基盤と

なる学習意欲の向上及び学習規律の確立を図るため、自由な心を伸ばし、長所を引き出す指導、

児童・生徒に向上心を高く持つ指導など、常に指導方法を工夫・改善し、子供の特性や習熟の程

度に応じた学習集団を編成するなど、指導体制の工夫・改善に努めます。 

● 学力向上策の一環として、小学校漢字検定及び中学校英語検定を実施します。 

● 変化の激しい時代を生き抜き、生涯にわたり主体的に学び続ける児童・生徒を育成するため

に、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に取り組み、質の高い授業の展開を

図ります。 

● 家庭での学習が困難又は、学習習慣が十分に身に付いていない児童・生徒を対象に、地域住民

等の協力により「地域未来塾」事業を推進し、学習支援を実施します。 

● 少人数指導、習熟度別指導、ティーム・ティーチングやＧＩＧＡスクール構想の推進による一

人１台端末を活用するなど、個別最適化の学びを実現し、個に応じた指導に努めます。 

● 小・中学校で教科学習や様々な体験活動等を実施するに当たり、地域のボランティアの方の 

知識・技能の提供を受けることにより、学校教育の一層の充実を図るとともに、地域に開かれた

学校づくりの充実を図ります。 

● 市内全小学校に多様な経験を有する方を補助教員として派遣し、一人一人に目の行き届いた 

教育を実現するとともに、地域で学校を支える体制づくりに努めます。 

 

 

《現状》 
令和５年度小学校第４学年の市学力調査の結果 

平 均 正 答 率 国語…49.7%        算数…47.0% 

記述式無解答率 国語…33.9%（３問）算数…46.4%（２問） 

（国語…問題３⑶、６⑵、７  算数…問題 15⑶、16） 

令和５年度中学校第１学年の市学力調査の結果 

平 均 正 答 率 国語…53.8％    数学…51.6% 

記述式無解答率 国語…24.6%（３問）数学…58.7%（２問） 

（国語…問題３⑶、６⑶、７  数学…問題 16⑶、17） 

※今年度の市学力調査は令和６年 12月 10日（火）実施予定 

 《令和６年度学力向上推進委員会における取組》 
１ 名  称 

  武蔵村山チャレンジ 2024（算数・数学） 

２ 方  針 

算数科・数学科において課題の把握や追究の過程を記述することを通して、問題解決へ

の見通しをもち、筋道を立てて考え、表現できる能力を育むとともに、難しい課題にも粘

り強く取り組もうとする姿勢の向上を図る。 

３ 対象学年及び対象教科 

  小学校第５学年・算数及び中学校第２学年（中学部第８学年）・数学 

  ※通常学級在籍児童・生徒を対象とする。 

４ 取  組 

⑴ 各校において「目的や意図に応じて、理由を明確にしながら、自分の考えをまとめて

書く」ことの能力の向上が図られるよう授業改善推進プランと連動させた取組を計画・

実施する。 

⑵ 市内全小・中学校対象児童・生徒が「武蔵村山チャレンジ 2024」（算数科・数学科の

記述式問題）に取り組む。 

５ 実施時期 

  令和６年 11月１日（金）から令和６年 12月５日（木）まで（実施日は各校で設定） 

６ 学力向上推進委員会の予定 

  第１回 令和６年４月 15日（月）  取り組み内容の把握、役割分担決め等 

  （第２回までに「問題用紙」、「解答用紙」、「模範解答」の原案を作成） 

第２回 令和６年９月３日（火）    難易度調整、校正等 

  第３回 令和７年２月 25日（火）  令和６年度の取組結果について（報告） 

 

《評価指標》 
☑ 令和６年度市学力調査にて、小学校第５学年・中学校第２

学年の国語及び算数・数学の平均正答率が同一学習集団の前年

度値（小４・中１時）を上回っている。 

☑ 令和６年度市学習調査にて、小学校第５学年・中学校第２学

年の国語及び算数・数学の記述により解答する問題の無解答率

が、同一集団の前年度値（小４・中１時）を下回っている。 

※市学力調査は小学校第４・第５学年、中学校第１・第２学年で実施す

るが、同一学習集団の経年変化の数値を評価の指標として用いること

とする。 

   

【
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
推
進
】  

《人権教育の推進》                          令和６年度重点 
● いじめ防止対策推進条例に基づき、いじめの未然防止及び早期発見、早期解決に向けた取組を推進します。また、あらゆる

偏見や差別をなくすため、全ての教育活動を通して人権教育を推進するとともに、学校・家庭・地域、関係機関と連携し、児

童・生徒にいじめは絶対に許されないことを徹底して指導します。 

● 性別、年齢、障害の有無、国籍、宗教及び価値観などは多様であることを理解し、相互に尊重する態度や行動を促すダイバ

ーシティ教育を推進します。 

【
健
康
な
身
体
や
体
力
を
育
む
教
育
の
推
進
】 

《体力向上策の推進》                        令和６年度重点 
● 児童・生徒一人一人の体力の向上及び健康の保持増進を図るため、学校・家庭及び地域が連携した体力向上策を推進しま

す。 

● 東京都教育委員会と連携し、体力テストを実施し、「体力向上全体計画」を作成するとともに、体育授業の改善に役立てま

す。 

● 各校の「体力向上全体計画」を踏まえ、体力の向上及び健康の保持増進を図るため、体育の時間内で運動量を増やなど、指

導法の工夫・改善を図ります。 
  

《現状》 
令和５年度市内小・中学校のいじめ発生件数 

小学校…134件 中学校…27件   ※ 速報値 

令和５年度いじめ防止等の対策の取組状況（実施率） 

軽微ないじめを見逃さない…78.5% 

教員一人で抱え込まず、学校一丸となって取り組む…70.3% 

 

《評価指標》 
☑ ふれあい月間の実施後調査（11月）の「いじめ防止等

の対策の取組状況」において、全校が「いじめやいじめの

疑いのある事例について、学年や学校いじめ対策員会で対

応方針や役割分担を協議している」と回答する。 

※本項目において令和５年度市内小・中学校の実施率は 64％ 

《現状》 
令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について 

総合評価「C」以上の割合         ※（ ）は前年度 

小学校第５学年                   中学校第２学年 

男子…57.6%（54.7%）     男子…65.2%（59.5%） 

女子…61.6%（60.8%）     女子…73.1%（73.6%） 

 

《評価指標》 
☑ 令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（小

学校第５学年・中学校第２学年）において、総合評価

「C」以上の割合が令和５年度との比較で上昇してい

る。（体力向上推進校） 

※ 同一学習集団での比較とする。 

  

《令和６年度人権教育推進委員会における取組》 
☑ 「いじめ防止対策推進法」に基づき、学校全体でいじめ防止及び早期発見に努めることができるよう、取組を推進する。 

☑ 地域の特色に応じた人権課題を取り上げ、講義や研修を行う。 

☑ 各校の取組についての情報交換の時間を設け、いじめ未然防止、早期発見について効果的な取組を共有する。 

《令和６年度体力向上推進委員会における取組》 
☑ 体力向上推進優秀校・体力向上推進校顕彰の周知強化（積極的参加の促進）※ 調査実施率 80%未満の場合は対象外となる。 

☑ 「東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査」のデジタル化に伴う結果の分析・活用の促進 

☑ 実技指導講習会（スポーツ体験会）の実施     ☑ 各校の体力向上策好事例の共有 

  

武蔵村山市第三次教育振興基本計画（令和４年度～令和８年度）の推進に係る関係委員会の取組及び評価指標等について 
武蔵村山市第三次教育振興 

基本計画掲載ＷＥＢページ 

 

 
 



 

令和６年度武蔵村山市立学校研究発表会について 

令和６年９月１日現在 

研究指定 発表校 日 時 研究主題 講 師 発表内容 

【市】 

令和５・６年度 

特色ある学校づくり推進校 

第九小学校 

令和６年 

11月 22日（金） 

13 時 15 分から 

16 時 00 分まで 

自ら課題を見付け、協働しながら解

決できる児童の育成 

～地域の材を生かした生活・ 

総合的な学習の時間の指導～ 

國學院大學 

人間開発部初等教育学科准教授 

三田 大樹 先生 
 
白百合女子大学 

特別専任教員(准教授) 

根本 裕美 先生 他３名 

授業公開、研究発表 

及び講師講演 

【市】 

令和５・６年度 

特色ある学校づくり推進校 

第八小学校 

令和７年 

２月７日（金） 

13 時 35 分から 

16 時 15 分まで 

分かった！できた！使えた！を実感

できる児童の育成 

～算数科における見方や考え方 

を大切にして～ 

国立教育政策研究所 

教育課程研究センター 

教育課程調査官 

笠井 健一 先生 

授業公開、研究発表 

及び講師講演 

 

資
料
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第１９回地区ふれあいスポレク大会の開催について 

 

１ 主   催  武蔵村山市教育委員会 

 

２ 主   管  ４地区ふれあいスポレク大会実行委員会 

 

３ 開 催 日  令和６年１０月２０日（日）※雨天の場合、縮小開催予定 

 

４ 地区区分 

中藤地区  １７自治会（鍛冶ヶ谷戸、谷津、入り、向山、神明、中藤団地、原山、原山第一、

萩ノ尾、中村第一、中村第二、中村第三、馬場、横田、日の出、新海道、平和台第

一） 

西部地区  １０自治会（三ツ藤、村山道下、山王森、峰、後ヶ谷戸、宿、残堀、伊奈平、岸、

中原） 

南部地区  １５自治会（しののめ、平和台第二、マイホームランド玉川上水、大南五丁目、大

南、上水台、第２ブロック、１１０１、１１１０号棟、１１１１号棟、１１１２、

緑が丘第一、緑が丘第二、緑が丘第３、緑が丘第５、） 

北部地区  １３自治会（雷塚、学園、むさしの宿舎、第６ブロック、武蔵村山団地第８ブロッ

ク、村山団地第１１ブロック、１２ブロック、緑が丘第六、緑が丘第７、緑が丘

第８、緑が丘第九、緑が丘第１１、村山団地４２号棟） 

 

５ スポレク大会会場及び実行委員会 

区分 

地区名 
会 場 

実行委員会役員 

実行委員長 副実行委員長 会計 

中藤地区 
第一中学校校庭 

（午前９時開始） 

佐藤 真言 
(スポーツ協力員連絡会会長) 

内野 正義                                                                                                         
（谷津自治会長） 

内野 洋一 
（スポーツ協力員連絡会副会長） 

浦野 朋子 
（スポーツ協力員） 

小林 充子 
（スポーツ協力員） 

西部地区 

総合運動公園運動

場第２運動場 

（午前９時開始） 

岩田 孝子 
（スポーツ協力員連絡会会長）  

鈴木 徹也 
（三ツ藤自治会長） 

有田 順一 
（中原自治会長） 

斎藤 大樹 
（スポーツ協力員連絡会副会長）  

高橋 良行 
（スポーツ協力員連絡会副会長） 

加藤 綾 
（スポーツ協力員） 

国谷 恵 
（スポーツ協力員） 

南部地区 
大南公園野球場 

（午前９時開始） 
松田  匡 
(スポーツ協力員連絡会会長)  

川本 隆良 
（平和台第二自治会長） 

小林  徹 
（スポーツ協力員連絡会副会長） 

藤原 美幸 
（スポーツ協力員連絡会副会長） 
橋口 大介 
（スポーツ協力員） 

北部地区 
雷塚公園野球場 

（午前９時開始） 

川島 良夫 

（スポーツ推進委員） 

岡本 忠治 

（スポーツ協力員連絡会会長） 

金山 ふみ子 
（スポーツ協力員連絡会副会長） 

冨田 弘恵 
（スポーツ推進委員） 

資料５ 
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６ プログラム（案） 

※ 各地区、企画委員会にて検討している。 

 

 中藤地区 西部地区 南部地区 北部地区 

会

場 
第一中学校校庭 

総合運動公園運動場 
（第 2運動場） 

大南公園野球場 雷塚公園野球場 

1 
開会式 

（9時） 

開会式 

（9時） 

開会式 

（9時） 

開会式 

（9時） 

2 ミニ・グラウンドゴルフ  ホールインワン競争 ウルトラクイズ グラウンドゴルフリレー 

3 パン食い あけてびっくり！？ 
あけてびっく

り！？ 
パラソル輪投げ 

4 玉入れ おててつないで キッズレース バルーンでゲット 

5 みーつけた！ みんなの玉入れ 
ホールインワン

大会 
お宝つり 

6 じゃんけん大会 ウルトラクイズ じゃんけん大会 お山の大将 

7 閉会式 閉会式 閉会式 閉会式 



－1－ 

 

第５１回武蔵村山市民駅伝競走大会の開催について 

 

 

１ 主  催   武蔵村山市教育委員会 

 

２ 期  日   令和６年１２月８日（日） 小雨決行 

午前８時      選手受付（総合体育館） 

午前９時      開会宣言（総合体育館駐車場） 

午前９時４５分   スタート（女子の部、小学生男子の部、小

学生女子の部、中学生男子の部、

中学生女子の部） 

         午前１０時     スタート（一般の部、地域の部） 

午後０時３０分   表彰式及び閉会式 

（総合体育館第一体育室） 

 

４ コ ー ス   市内２周・６区間 １４.７５ｋｍ（別紙コース図参照） 

区間 始点  ～  終点 距離 

１区 総合体育館前～宿交差点左折～田島内科クリニック 2.95ｋｍ 

２区 田島内科クリニック～大曲り交差点折返し～市役所前 1.50ｋｍ 

３区 
市役所前～宿交差点右折～市道１７号線折返し～総合体育館

前 
2.80ｋｍ 

４区 
総合体育館前～第１運動場入口折返し～宿交差点左折～田島

内科クリニック 
3.20ｋｍ 

５区 田島内科クリニック～大曲り交差点折返し～市役所前 1.50ｋｍ 

６区 
市役所前～宿交差点右折～市道１７号線折返し～総合体育館

前 
2.80ｋｍ 

 

５ 参加資格   市内在住・在勤・在学者（小学４年生以上）で構成されるチーム 

 

６ 編  成   １チーム１０人以内（監督１人、選手６人、補欠３人以内） 

※ 監督は、選手を兼ねることができる。（小学生・中学生の部

の監督は、成人とし、選手を兼ねることはできない。また、補

欠競技者はなるべく登録すること。複数チームでの参加の場合、

補欠選手の重複は認めるが、複数チームでの出場は認めない。） 
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７ 部門及び募集数 

部門 内容 

一般の部 
事業所、学校、クラブ等に所属する者で編成されたチーム 

（男女混合も可） 

地域の部 
同一自治会内に居住する者で編成されたチーム（男女混合も

可） 

女子の部 高校生以上の女子で編成されたチーム 

小学生男子の部 小学生男子で編成されたチーム（男女混合も可） 

小学生女子の部 小学生女子で編成されたチーム 

中学生男子の部 中学生男子で編成されたチーム 

中学生女子の部 中学生女子で編成されたチーム 

特別参加チーム 
姉妹都市栄村村民等主催者が認めた団体により編成されたチ

ーム 

 ※ 募集数は、先着１４０チームとする。 

 

８ 申 込 み   ⑴ 申込期間 令和６年１０月３日(木)から同月月１７日(木) 

まで（定員になり次第終了） 

⑵ 申込方法 所定の申込用紙に必要事項を記入の上、スポーツ 

振興課へ持参する。 

 

９ 参 加 料     ⑴ 一般の部、地域の部、女子の部 １チーム ６，０００円 

          ⑵ 小学生男子の部、小学生女子の部、中学生男子の部、中学生 

女子の部、特別参加チームは無料。 

※ 参加料は、令和６年１１月２９日（金）の監督会議で納入   

する。気象状況による大会中止や、チーム事由により大会を

棄権した場合など、納入後の返金はしないものとする。 

 

10 表  彰   ⑴ 各部門の優勝から第３位までのチームに賞状及びメダルを贈

る。 

⑵ 各部門とも区間の最高記録者には、区間記録賞を贈る。 

⑶ 原則として参加チームが、３チーム未満の部門はオープン参 

加とし、表彰は行わない。 

 

11 監督会議   令和６年１１月２９日（金） 午後７時から  

中部地区会館（市役所４階）４０１大集会室 

 

 



大会コース図 

  

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  ◎    中継所（３箇所） 

１区・４区 

       ２区・５区 

       ３区・６区 

       交通規制区間 

区間・距離 

１区（２．９５ｋｍ） 総合体育館前→宿交差点左折→田島内科クリニック 

２区（１．５０ｋｍ） 田島内科クリニック→大曲り交差点折返し→市役所前 

３区（２．８０ｋｍ） 市役所前→宿交差点右折→市道 17号線折返し→総合体育館前 

４区（３．２０ｋｍ） 総合体育館前→第１運動場入口折返し→宿交差点左折→田島内科クリニック 

５区（１．５０ｋｍ） 田島内科クリニック→大曲り交差点折返し→市役所前 

６区（２．８０ｋｍ） 市役所前→宿交差点右折→市道 17号線折返し→総合体育館前 

総距離：１４．７５km 

市役所東 

交差点 

かたくりの湯 

入口交差点 

峰交差点 

宿交差点 

田島内科クリニック 

第１中継所 

 

総合体育館前 

スタート・ゴール 

（第３中継所） 

市道17号線 

市役所前 

第２中継所 

 

大曲り交差点 

岸交差点 
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